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Abstract

Thepurposeofthisstudywastoelucidatetheinnerstatesandphysicalmodalityofdancersexperiencedindance
improvisationincomparisonwiththoseofinexperienceddancers.
Weusedtwoprocesses.First,wefilmedexperiencedandinexperienceddancersperformingdanceimprovisation.

Immediatelyafter,astheywatchedtheirfilmeddances,wehadthemgiveoralreportsaboutanythingthatcametotheir
mindsduringperformance.Second,weaskedordinarystudentstoanswerquestionsabouttheirimpressionsofthe
filmeddances.Fromtheresultsofthesetwoprocesses,weanalyzedtheexperiencedperformingbodycomparedtothe
inexperiencedbodyinperformingimprovisation.
Theresultsofthestudyareasfollows:
1)Theexperienceddancers’commentsweredifferentfrom thoseoftheinexperienceddancers.Experienceddancers
tendtoseeimprovisationasfreeencounterswiththeunknown,alwayswiththepotentialforchangeandwith
numerouspossibilities.

2)Experienceddancerstendtobeawareofmanydifferentfactors,suchastheirownbodies,theirideas,development
ofthedance,how theyappeartoothers,andtheexternalworld,includingtheaudience.Theydeveloptheir
improvisationbyfollowingtheirimpulsesandinspirations,anddependingonthesituation.Thus,theyhavethe
characteristicofbeingabletocontinuedancingevenwhentheyfeelhesitant,simplybyfollowingthroughwiththeir
bodymovements.

3)Experienceddancerstendtohaveagoodideaofhowtheylooktoothers,andtheycontrolhowtheypresenttheir
bodies,sometimesconsciousofhowtheylookandsometimesnot.
4)Experienceddancershavethetendencyofseekingfreshexperiencesandtryinguniqueapproachesunderdifferent
conditions,andcontrollingtheuseoftimingandthechoiceofmovements.Wewereabletoobservethatthese
characteristicsofexperienceddancersweremanifestedintheirdanceimprovisation.

dance improvisation, performing body

Ⅰ.はじめに

即興（インプロヴィゼーション）は，「現在に集中し，

心に浮かぶ思いもしくは構想idea；conceptionにそ

のまま従って，それを外に現実化してゆくこと．」 と

定義される．舞踊における即興も，踊り手によって瞬

間的に閃いたものが即座に動きに現わされていく行為

である．本研究では，舞踊における即興の中でも，観

客を前にして踊る即興舞踊（即興演舞）に焦点を絞り，

このような即興演舞の経験を多く積んだ熟練者たち

が，その経験から即興演舞時に特有のモードや独特の

感覚を体得しているのかどうか，また，熟練者間でも，

そういった感覚は異なるのかどうかという点に着目し

た．

即興熟練者の特徴を捉えた先行研究としては，De

Spainが，即興舞踊の熟練者自身が即興中に体験する

ことを，実況中継的に踊りながら言葉に起こし，その

言葉の内容を基に，全般的な即興時の身体の理論モデ

ルを構築している．これは，熟練者の身体からみた即

興舞踊の研究であるが，同じように即興熟練者の身体

でも，観客を前にした即興演舞時の身体を，即興演舞

未経験者との比較から明らかにした研究はなされてい
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ない．金子 は，すぐれた運動選手や踊り手の運動能力

を支えるひとつとして即興能力を挙げ，それは長い間

の工夫と習練によって身につくであろうと予測する一

方，これまでの運動研究の中では取り上げられてこな

かったと指摘している．即興舞踊が様々な劇場で見受

けられ，観客を前に即興を踊る舞踊家もその経験を積

み上げてきている今日，人に見せることを前提とした

即興舞踊に着目し，熟練による身体の質の異なりを明

らかにすることは，今後の即興舞踊に対する理解を深

め，即興活動が実践の場において，より発展していく

ために重要であると思われる．

そこで，本研究では，刻々と生成する即興現象の本

質に近づくため，普段から観客を前にして踊る即興の

経験を積む踊り手について，その中でもソロの即興に

焦点を絞り，観客の前で即興を行う際の，経験を積み

上げることで体得された熟練者の身体の外観およびそ

の内側の様相を，即興演舞未経験の踊り手と比較しな

がら捉えていくことを目的とする．なお，即興を展開

する際の手法には，一定のルールを設ける場合，ルー

ル無しの場合など，様々な方法があるが，いずれにせ

よ，即興する者の「主体的」な選択，アクションが即

興を促す鍵と えられる．即興の展開を即興者の主体

性にではなく，くじやサイコロなどによる偶然性に委

ねる「チャンス・オペレーション」という手法も存在

するが，今回は直接の対象とせず，本研究においては，

先に述べた，即興の特質を即興者の主体的な行為と捉

え，その主体性を支える経験知に着目し，即興演舞時

の身体の経験による違いを 察する．

Ⅱ.研究方法

本研究では，即興演舞時における熟練者の身体の在

り方を探る目的から，演舞時における身体の「内側の

状態」と「外から見える身体の状態」の両方を総合し

て検討する．そこで，実際に踊り手に即興を踊っても

らう実験をおこない，踊り手自身の即興演舞時の身体

に対する内省コメントの収集と，実験で得られた映像

の他者による鑑賞調査をおこなう．

１.実験調査

⑴ 被 験 者

即興演舞歴３年以上の踊り手（以下経験者A～E）５

名

本学舞踊学専攻学生で即興演舞未経験者（以下未経

験者F～J）５名

⑵ 実験期日

2002年10月13日・14日・27日・28日

⑶ 実験方法

被験者に観客を想定した２分間のソロ即興を，実験

者の設定する４条件で踊ってもらい，演舞直後，収録

された自己の即興VTR映像を見ながら，演舞時の身

体の状態を口頭で報告してもらった．なお，下記に示

す４種類の異なる条件を設定した理由は，即興の特徴

が踊り手の予想のつかない様々な刺激に触発され，状

況によって変容していくものと仮定したためである．

また，踊り手自身の間やリズムを尊重するために演舞

時は無音に設定した．

条件１.動きからの即興

舞踊教育，舞踊創作，即興の現場では動きの触発

要因として，ひと流れの動きを用いることが多いこ

とから，本研究では高，中，低の位置でのポーズを

含むひと流れの一定の動きを提示し，動きの条件か

ら触発される即興を踊らせた．

条件２.言葉からの即興

言語イメージも動きを触発する主要な要因であ

る．ここでは，「空」という言葉を提示し，その言葉

から触発される即興を踊らせた．なお，言葉の選定

は，松本の研究「運動の質と感情価」 を参 に，イ

メージに広がりのある４種類の言葉の中から，即興

で踊ってみたい言葉を本学の舞踊学専攻学生76名に

アンケートを取り，その結果から選んだ．

条件３.椅子のある場での即興

物理的要因として，多くの舞踊作品に用いられて

いる椅子を実験空間の中央に設置し，椅子のある場

での即興を踊らせた．

条件４.自由即興

被験者の自発的な側面を生かすため，２分間，実

験空間内で踊るという設定以外は特に条件を設け

ず，自由に即興を踊らせた．

２.鑑賞調査

⑴ 被 験 者

東京都内の一般学生53名

⑵ 鑑賞調査方法

実験で得られた即興演舞映像を一般学生53名に見

せ，アンケートに回答する形式で鑑賞調査を行った．

学生が鑑賞した映像は，教室内に設置したテレビ（１
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台）画面にて上映し，鑑賞者は映像を見ながら実験者

から配られた９質問からなるアンケートに回答した．

なお，映像中の経験者，未経験者の配列はランダムに

した．

⑶ アンケートの内容

映像を鑑賞する際の視点として，間の使い方，動き

と動きの繫ぎ方，動きの種類，構成的要素，新鮮さ，

独創性，踊り手の即興演舞者としての質，即興舞踊映

像全体の印象に焦点を絞り，それらが映像の中に現れ

ているかどうかを捉えるため，アンケートの質問項目

を以下の９つに設定した．なお回答方法は，それらの

質問に，「はい」・「どちらとも言えない」・「いいえ」の

どれかを選択するという形式をとった．

＜質問項目＞

① 動きがぎこちなく迷いがみえる．

② 高い位置への脚上げ，バランス，柔軟性の強調

など，技巧的な動きが見られる．

③ 日常動作や演劇（マイム）的な動きが見られる．

④ 全体を通じて間の取り方に変化がない．

⑤ 全体が構成的だ．

⑥ 意表をつく新鮮な場面がある．

⑦ 発想が豊かでユニークなアプローチだ．

⑧ 観客を前に即興で踊る経験が豊富な踊り手だと

思う．

⑨ このパフォーマンスは好きな部類に入る，面白

い．

Ⅲ.結果の処理方法

１.実験の結果処理方法

＜内省報告の分析＞

即興演舞終了後におこなった被験者全員の内省報告

のすべてを文章に起こし，ひとつの意味を担っている

文章のまとまりごとに区切り，意味上からその内容を

分析し，分類，整理を進めたものを，経験者と未経験

者との間で比較検討した．

２.鑑賞調査の結果処理方法

＜アンケート結果の処理＞

53名から得られたアンケートの回答をクロス集計

し，経験者の映像と未経験者の映像の間で鑑賞者の回

答選択に違いがみられるかを検討した．なお差の検定

はカイ自乗検定によっておこない，アンケート処理に

は表計算ソフトExcelを用いた．

３.総合的検討

内省報告分析結果および鑑賞調査結果を総合的に検

討した上で，即興演舞時における踊り手の身体の状態

について 察した．

Ⅳ.結果と 察

１.実験の結果と 察

内省報告によって得られた被験者のコメントは，意

味分析作業の結果，細かいカテゴリー（①，②…等）

が抽出でき，それらを整理した結果，下記に示す⑴～⑷

の大きな項目の中に分類することができた．それらを

経験者，未経験者間で比較しながら結果を検討して

いった．以下４つの項目別に分類したカテゴリーを示

す．なお＜ ＞内は全内省報告中の項目別のコメント

数，〔 〕内はそれぞれのカテゴリーのコメント数であ

る．

⑴ 演舞中の心の状態＜149＞

①集中〔22〕 ②迷い〔59〕

③プレパレーション〔29〕 ④フィードバック〔39〕

⑵ 演舞の展開要因＜213＞

①イメージ〔67〕 ②感情〔36〕 ③体〔54〕

④設定〔56〕

⑶ 観客との関係＜237＞

①観客に対する意識〔58〕 ②構成〔113〕

③動きのボキャブラリー〔66〕

⑷ 即興演舞に入る前の心構えと即興観＜76＞

①即興演舞に入る前の心構え〔18〕

②即興観〔58〕

１)演舞中の心の状態

内省報告全体から演舞中に意識された心の状態に関

する報告を抽出することができた．表１は内省報告全

体から迷いに関する文章を抽出，分類し，その結果を

経験者・未経験者間で分け，まとめた表である．以下，

同じく内省報告から抽出されたカテゴリー全てを分類

し，共通する意味内容を表１同様に作成し，さらに要

約した結果，表２（演舞中の心の状態について）に示

すようにまとめられた．

〔経験・未経験者間の比較〕

＜＞内：経験者，未経験者のコメント

① 集中

経験者，未経験者とも，ある状態に入り込んでいく

ことが集中している状態であるという見解は共通して

いるが，未経験者にくらべ，経験者は＜声を出すこと
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表１ 迷いについてのコメント
＜＞内は条件（動：動き，言：言葉，椅：椅子，自：自由) Ｔ：実験者 総コメント数：59
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…自分の耳が自分の声に集中する：C＞，＜（体の）内

と外との交信を常にしている…その交信がうまくいっ

ている時が集中している：D＞など，集中の状態につ

いての意識を多方面に，また，様々なレベルで見いだ

しているといえる．

② 迷い

未経験者は即興中に瞬時の興味に従って動いていく

というよりも，＜曖昧で迷ってる，もう何やろうって：

F＞，＜どうしようって…で，ちょっと落ち着いて，落

ち着いてって自分に念じかけ：G＞というように，次

の動きを えてしまう傾向があり，そこで迷いが生じ，

あせりの状態に陥りやすいため，次への展開がスムー

ズにいかない傾向がある．一方経験者は＜迷いながら

それを間として次に生かしていく：B＞，＜体の動く

ままに委せた：E＞など，迷いが生じても，何らかの展

開方法を心得ており，冷静に次へと展開していけると

いった特徴を持つ傾向にある．

③ プレパレーション（先取り）

未経験者は迷いの状態を打ち消す作業として，次に

どう動くかを えるプレパレーションの意識が強い傾

向が見られるのに対し，経験者はプレパレーションの

意識というよりも，次の動きが自然に見える，ヴィジョ

ンが見えている状態にあることが推測できる．

④ フィードバック

経験者，未経験者とも即興を次への展開していくた

めの判断材料としてフィードバック作業を行なうが，

未経験者は，＜どうしよう．ここは確実に失敗です．…

たぶんそこでめちゃくちゃと思ったから飛べてな

い．：G＞，＜足振り上げた時点で，ああもう無理って

思って．もうありきたり，上見ちゃった，うん，おし

まいでしたそれで：J＞など，即興に成功，失敗などの

価値基準を設ける傾向があるため，その基準からはず

れることで動揺し，次への展開を運ぶ際に，支障をき

たすように思われる．一方経験者は，＜足の置き位置，

あっ失敗したかなっていう．…もちろん取り戻そうと

してるけど：A＞，＜今日は体がんがん動かないなー

…だからそういう時はあんまり無理しないで．：D＞

など，どんな状況になろうともそれを客観的に眺め，

次の展開に繫げる姿勢を持っているという特徴が見ら

れた．

２)演舞の展開要因

① イメージ

経験者は＜空っぽのものを抱きかかえて…それが何

か人になっちゃってダンスしている：D＞，＜今これ

…急に目の見えない人になっているの…別にそう見え

なくていいんだけど：A＞など，イメージを一つの即

興の中に断片的に，しかもそれぞれ統一性のないイ

メージをちりばめながら，イメージを伝えることより

も即興を展開していく上でのインスピレーションとし

て適宜使用しているのに対して，未経験者は一つの即

興の中で，＜ダメだっていう脱力感→抜け出したい→

希望があるから行きたい：I＞などといった一貫した

テーマのイメージを表現することに徹する傾向が見ら

れる．

② 感情

経験者は感情を，＜この動きをより効果的に伝える

には，これが運動ではなくて，たとえば労働でもなく

て，感情の発露というか：B＞，＜ちょと感情から動か

しているんですよ自分を：D＞というように，即興を

展開していく一要因と捉え，感情から動かされる自分

を客観的に捉える傾向が見られたが，未経験者は，＜悲

しみを表現しようと思った：H＞，＜ずっと感情にま

かせて，歩いたり：J＞とういうように，感情表現，感

情に入り込んで踊ることが，即興を踊りきるための重

表２ 即興演舞時の心の状態
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要な助けとなっているという特徴が見られる．

③ 体

経験者は即興中，＜体がそうした：B＞，＜動きが自

分をリードしていく：D＞というように，常に体の状

態に意識を向け，しばしば即興を展開していく一要因

として体の動きの要求を聞き，そこから動きを発現さ

せる作業をおこなっており，これは，MaxineSheets

のいう「動きにおいて えている」状態，または「動

きにおいて世界を探求している」 状態ということが

できるのではないかと思われる．一方，未経験者から

は，体の動きが展開要因として機能しているという報

告は見られず，そのような作業を意識的には行ってい

ないことが伺える．

④ 設定

経験者は自分独自の設定を自由に決めて踊ることを

好み，＜ちょっと何か押しつけられたような感じでや

りづらい：C＞，＜最後の自由のやつ．自由でありなが

ら…非常にどこか制約を受けている：D＞というよう

に，条件を与えられることを不自由と捉える傾向にあ

る．一方未経験者は，全く条件がない中では，＜自由だ

から何していいかわからなかった．テーマがないから

その分もっと悩んだ．：F＞というように，設定を自分

で え出すことに苦労し，また，設定のないまま踊る

ことにも不安を覚える傾向が見られる．

３)観客との関係

① 観客に対する意識（表３参照）

観客からどう見えるかに関して，＜憶えていない…

無我夢中：F＞，＜自分に陶酔してたりとかする：J＞

という報告が顕著であった未経験者に比べ，経験者

は，＜外からどう見えるかっていうのは，それはもう意

識とはいえない，…常にそういう目で自分の体を見て

いるから：B＞，＜見てる人とのコミュニケーション

の在り方で…意識的に向いてたと思いますね：E＞と

いうように，常に自分の踊る姿を客観視し，観客との

関係の様々な在り方を認識しており，それらを意識的

にコントロールする能力が体得されていると えられ

る．このことは，世阿弥が強調する，演者が自身の踊

る姿を観客の目で捉える見方「離見の見」 に近い感覚

を経験者たちが持ち合わせている可能性を確認でき

た．

② 構成

経験者は即興を展開していく中で，＜リズムのコン

トロールをしている：D＞，＜面，体の向きとか…360

度全部使うんじゃなくて，前だけにするとか，逆に横

だけにするとか：E＞とういうように，状況に応じて

構成的な要素を自由に使い分けていることが伺える．

一方未経験者は，構成的なコントロールを意図的に

行っているという報告は見られなかった．しかし，未

経験者は，即興全体を一貫した意味のまとまりとして

表現しようとする傾向があるため，＜始まりが出会い

だったから，最後は別れにしようと思って，で，去っ

ていった：G＞，＜最後のポーズって，例えば題名が

あったら，そのすべてを物語ると思う：H＞というよ

うに，最後の終わり方を踊ってきた内容のまとめとし

て強調するという特徴が見られる．

③ 動きのボキャブラリー

未経験者が，＜バレエの動きっていうのはひとつひ

とつが女性らしいっていうかきれいに見える動きだか

ら，…使えると思いました．：I①＞，＜前に踊った振

りで，…うまく入りそうだなと思って．：J＞など，既

成の動きをそのままの状態で使用し，既存の一貫した

意味内容を伝達するための表現として動きを選ぶのに

対し，経験者は，＜なるべくしない動きをしようとは心

がけているわけ．だからこの動きの次にそれはないだ

表３ 即興演舞時の観客との関係
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ろうという方向をわりと目指して．：C＞，＜ある種の

舞踊のパターンみたいなものからいかにして外れる

かってことをちょっと探りたいですね．：E＞という

ように，できるだけ既存の動きや意味，シンボルをそ

のままの形で使用することを避け，それらを自分なり

の視点で新しく組み替えて独自の動きの流れを生みだ

そうと試みるという特徴がみられる．

４)即興に入る前の心構えと即興観

① 即興に入る前の心構え

未経験者のコメントの特徴は，＜絶対に迷わない，

迷ったら失敗するから：G＞，＜テーマを決めないと

踊れないから，テーマを決めようと思う：H＞という

ように，振付けがない中で踊り続けねばならないとい

うプレッシャーからくる内容であった．一方，経験者

は，＜体が発信している情報をよくキャッチできる状

態，または空間の状態をまず全部キャッチできる状態

をつくる：B＞，＜まわりをよく感じられるように

なっている状態にもっていく：E＞など，これから踊

り始める自分の身体やまわりの空間を感じることに意

識を向けられる状態をつくることに集中する傾向がみ

られる．また，そのような状態に持っていく方法のひ

とつとして共通するのは，＜静けさを取り戻そうとす

る…要はゼロっぽくする：A＞，＜リラックスの緊張，

リラックスの集中：D＞，というように，リラックスす

るということであった．

② 即興観

経験者は即興を，＜勝敗がないからね：A＞，＜動き

が先のときもあれば，何か他の周りのものとか，ひょっ

としたら自分の感情とか，何かいろんなものがこう瞬

間に押していくわけだから…規定しないように…限定

しないで，あらゆる可能性があるっていうふうに，門

戸を広げてる：D＞など，こうあるべき，こうすべきも

のというように定義することを避け，状況や条件に

よって変化し，限りなく自由な方向へ開いておく必要

があるもの，という見解を持つ傾向がみられる．ま

た，＜何かすごいものと出会ってきたっていうのが，ま

あ即興のなかでは一番面白いところだと思う：

B＞，＜全然違う発想が湧いてきたら，あ，すごい面白

いなっていう，今の発想を自分が後追いしていくので

はなくて．うん，わーまだこんなこと浮かんでこれた

みたいな：D＞，＜即興とかやりはじめたのは，常に

知っている感情っていうものと違う何かを自分の中に

入れたいからやり始めたわけなんですね：E＞という

ように，即興を踊るたびに未知なる出会いを求め，そ

れを楽しみ，新鮮さやスリルを自ら作り出そうと試み

ていることが伺える．一方，未経験者は，即興をイメー

ジや感情をわかりやすく表現しなければならないもの

と認識する傾向や，成功や失敗といった価値基準を設

け即興を一定の枠にはめて捉える傾向が見られる．

２.鑑賞調査の結果と 察

アンケートの９質問に対する回答をクロス集計し，

椅子と自由の条件の即興映像の印象結果を経験者，未

経験者間で比較したところ，⑤の構成に関する問以外

の回答すべてに有意差が認められた（p＜0.005）．（図

参照）以下経験者，未経験者間の差が特徴的であった

質問項目の結果について取り上げ 察する．

１)「高い位置への脚上げ，バランス，柔軟性を強調す

る技など，技巧的な動きが見られる」という質問に

対しては，経験者の「いいえ」52％に対し，未経験

者は「はい」74％が目立ち，経験者の映像に比べ未

経験者にかなり技巧的な動きが見られたことが読み

とれる．

２)「日常動作や演劇（マイム）的動きが見られる」と

いう質問に対しては，経験者は「はい」54％，一方

未経験者は「いいえ」49％が割合として多く，未経

験者に比べ経験者の映像により日常動作が見られた

ことが読みとれる．

３)「全体を通じて間の取り方に変化がない」という質

問に，経験者は「いいえ」55％，未経験者は「はい」

50％，という結果が得られ，経験者の即興は間に変

化が見えるのに対し，未経験者は間の取り方が一定

という印象を持たれたことが伺える．

４)「意表をつく新鮮な場面がある」という質問に対し

ては，経験者の「はい」62％に対し，未経験者は「い

いえ」が67％であり，経験者の映像には未経験者に

比べ，意表をつく新鮮な場面が顕著であったことが

読みとれる．

５)「発想が豊かでユニークなアプローチだ」という質

問には，経験者は「はい」64％，未経験者は「いい

え」57％が顕著であり，かなりの割合で未経験者に

比べ経験者の映像に，発想豊かで独特のアプローチ

であるという印象が持たれたことが推測でき，未経

験者の映像に対して独創性を感じた者の割合が少な

かったことが読みとれる．

６)「観客を前に即興で踊る経験の豊富な踊り手だと

思う」という質問に対しては，経験者は「はい」54％，

「どちらとも言えない」28％，「いいえ」18％，未経
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験者は，「はい」30％，「どちらとも言えない」28％，

「いいえ」42％であり，経験者の方が未経験者に比べ，

経験豊富な踊り手であると捉えられる傾向があった

といえる．

まとめると，鑑賞者が捉えた即興舞踊映像に対する

印象結果から，経験者は未経験者に比べ，間に変化を

持たせながら，一般的に価値付けられた高度な技巧に

頼らずにより独創的で新鮮なアプローチを試み，即興

演舞熟練者としての技量を備えているという印象を持

たれたことが推測できる．このことから，経験者の即

興に，新鮮さや独創性，即興舞踊の熟練者としての質

が現れていたことが伺える結果であったといえる．

Ⅴ.結 論

内省報告分析結果および鑑賞調査結果を総合し，即

興演舞の経験を積んだ熟練者（経験者）の演舞時にお

ける身体について，以下のことが明らかになった．

１.経験者の即興演舞時の身体に対する意識

１)経験者の内省報告のコメントには，未経験者とは

異なるコメントが見られ，経験による意識の違いが

確認された．また，即興を未知なるものとの自由な

出会いと捉え，一定の枠にはめず，常に可変的で様々

な可能性を持ちうるものと認識している傾向が見ら

れた．

２)経験者は演舞時に，体の声，発想，展開の流れ，

自身の姿，観客を含めた外界など，様々な方向に意

識を開き，絶えず状況によってそれらの刺激，イン

スピレーションに促されながら即興を展開させてい

く．ゆえに，迷いが生じても自然に体の動きに従っ

て次の展開へ繫げていくことができるという特徴が

見られた．

３)経験者は観客の前で踊るゆえに，演舞中常に自身

の在り方を客観視し，あえて観客側からの見え方を

計算に入れずに動く身体と，観客側からの見え方を

意識した計算された身体との間で，どのレベルに自

身の身体を提示するかということを状況に応じて自

由にコントロールしているという特徴が見られた．

２.即興演舞時に現れる身体

経験者は常に予測のつかない新鮮な体験を求めて，

図 経験者と未経験者の即興舞踊映像に対する一般学生の印象結果

Ｑ1：動きがぎこちなく，迷いが見える。(＊＊＊) Ｑ2：技巧的な動きが見られる。(＊＊＊) Ｑ3：日常動作や演劇的な動きが見られる。(＊＊＊)
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Ｑ6：意表をつく新鮮な場面がある。(＊＊＊)Ｑ5：全体が構成的だ。(NS)Ｑ4：全体を通じて間の取り方に変化がない。
(＊＊＊)

Ｑ9：このパフォーマンスは好きな部類に入る，
面白い。(＊＊＊)

Ｑ8：観客を前に即興で踊る経験の豊富な踊り手
だと思う。(＊＊＊)

Ｑ7：発想が豊かでユニークなアプローチだ。
(＊＊＊)

Ｎ：53 χ検定 ＊＊＊p＜0.005
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条件によって様々な独自のアプローチを試みると同時

に，動きの選択や間の使い方などのコントロールを行

なっている．それらの特徴が彼らの即興演舞から鑑賞

者によって捉えられ，実際の即興演舞中に，経験を積

んだ熟練者の質として現れていた可能性を確認するこ

とができた．

以上，本研究の結果から，今まで 一に語られてい

た即興身体の様相に，経験による質の違いが存在する

ことを確認することが出来た．この結果を基に，今後，

ソロの即興にとどまらず，様々な種類の即興（他の踊

り手との身体接触を伴う即興：コンタクト・インプロ

ヴィゼーションなど）についても検討しながら，さら

なる検証を重ねることで，即興時の身体における諸要

素の関連性や構造を明らかにしていけるのではないか

と えている．
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